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教科書の訂正

訂正に至る経緯とお願い
　今年初め、ポルトガル大使館からメールが
届きました。三年下巻「世界の『こんにちは』
と文字」で取り上げている「ボン ジア」を、

「ボン ディア」に改めてほしいという内容の
ものです。「ボン ジア」は、同じポルトガル
語でもブラジルでの発音に近く、「ボン ディ
ア」のほうがポルトガル本国の発音に近い表
記となるとのことでした。
　ご指摘を受け、再度教材の事実確認を進め
たところ、「ボン ジア（ボン ディア）」は午
前中に使う言葉であることが分かりました。
午後は「ボア タルデ」を使います。日本では、
午前中でも早いうちは「おはよう」、昼近く
は「こんにちは」と使い分けますが、ポルト

ガルのあいさつ言葉では午前・午後で区別さ
れるのだそうです。文化によって時間の区切
り方が違い、そのため、日本語と必ずしも一
対一対応にならないのだろうと思われます。
　編集部では、「ボン ジア」を「ボア タルデ」
と改めることを考え、大使館へ問い合わせま
した。すると、「こんにちは」として「ボン 
ジア（ボン ディア）」を取り上げることは誤
りではないが、「ボア タルデ」のほうがより
適切だろうとの見解が示されたことから、こ
のたびの訂正となりました。
　スケジュールの関係上、訂正は 22 年度用
教科書からとなりますが、授業の際には、児
童の興味・関心に応じてこのような話もして
いただければと思います。
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きむら ゆういち
１９４８年東京都生まれ。造形教育の指導、テレビ幼児
番組のアイディアブレーンなどを経て、絵本・童話作家
に。著書は５００冊を超え、数々のロングセラーは国内
外の子どもたちに読み継がれている。また、『あらしのよ
るに』で講談社出版文化賞絵本賞など数々の受賞歴を
もつ。最新作に『やっとライオン』（小学館）など。
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学年・巻 ページ 箇所 21年度用 22年度用
三年下巻 94 上段 右 ボン　ジア ボア　タルデ

　言語教育（国語教育・外国語教育等）の充実・発展を図るために、理論と実践の分野について優
れた研究開発を行う団体または個人に対して助成します。

助成内容 ①言語教育の内容・方法に関するもの（教育内容・方法部門）
②言語教育教材の質的向上に関するもの（教材部門）
③教育機器を利用した言語教育の在り方に関するもの（教育機器部門）

研究期間 平成 22 年４月〜 23 年３月（原則１年間）

応募資格 言語教育（国語、英語、日本語等）に関して研究開発を行う教員及び教育開発を行う小・
中・高等学校・大学・教育研究団体（学校の学年・教科単位も含む）

助成件数及び金額 助成件数は 80 件まで。助成金額は１件につき 20 万〜 50 万円

応募方法・
締め切り

・所定の申請用紙に記入の上、研究開発活動についての企画書または実施した実践報告書
等の参考書類を添えて、平成 21 年 12 月 25 日（金）必着で、当財団事務局に郵送。

・申請用紙を希望される方は、直接又は返信用封筒を同封の上、当財団事務局までお申し
込みください。

・この応募要項については、都道府県教育委員会等推薦の場合も同様に扱います。

決定・発表 当財団「選考委員会」にて選考を行い、選考結果を平成 22 年２月末までに通知。
平成 22 年３月末に銀行振り込みで交付します。

問い合わせ先 財団法人「言語教育振興財団」事務局
〒 141-0021  東京都品川区上大崎 2-19-9  TEL 03-3493-7340　FAX 03-3493-2174



研究会のご案内

第55回　全国国語教育研究大会
開催日　平成 22 年 2 月 5 日（金）・2 月 6 日（土）
会　場　京都市立二の丸北小学校・京都駅前アバンティホール
テーマ　実生活・実社会に生きる国語力の育成⑶　〜読解力と記述力を重視して〜
内　容　（第 1 日目）基調提案／講話／提案授業／研究協議会
　　　　（第 2 日目）講演Ⅰ：文部科学省教科調査官　水戸部 修治 氏
　　　　　　　　　  講演Ⅱ：作家　阿刀田 高 氏
参加費　3,500 円
連絡先　京都市立二の丸北小学校内　全国国語教育研究大会本部
　　　　〒 612–8141　京都市伏見区向島二ノ丸町 300
　　　　TEL：075–622–4684　FAX：075–622–4623

■イメージを広げる映像で音読に変化
　今回の公開授業は、青山先生と 6 年生の児童 32 名
で行われた。題材は、『枕草子』。音読・暗唱を通じて
内容理解を深め、さらに歴史的仮名遣いや古典の語句
を意識して、自分なりの季節感を表した「筑波版・春
はあけぼの」を書くという授業である。約 130 名の参
観者が囲むなか、50 インチの電子黒板と、提示型デジ
タル教材「わくわく古典教室」を使って、授業は行わ
れた。
　授業の冒頭、青山先生は、「『春はあけぼの』を読ん
でみましょう！」と、まず音読をさせる。児童は、読
み進めることができるものの、古典独特のリズムや語
調を意識した音読ができていない。そこで、青山先生
は、「わくわく古典教室」の鑑賞用映像を見せる。す
ると、作品をイメージした美しい情景が映し出され、
なめらかな朗読音声が流れる。児童は、その映像を見
ながら追読していく。映像を見る児童の顔は自然と上
がり、大きな声が会場に響き渡る。冒頭の音読では表
現できなかった古典独特のリズムや語調が、豊かな表
情とともにはっきりと伝わってきた。

■「かくし紙機能」で暗唱を楽しく
　次に、青山先生は、児童が音読から暗唱へスムーズ
に移れるように、「わくわく古典教室」の「かくし紙
機能」で本文の一部を徐々に隠していく。時折、「ど
こを隠そうか？」と問いかけ、児童にも「かくし紙機
能」を操作させる。児童は、かくし紙の長さを調節し
たり移動したりして、本文を隠していく。先生とやり
とりをしながら徐々に暗唱する部分を広げていくこと
で、児童は自然と積極的に暗唱を楽しんでいた。

■「筑波版・春はあけぼの」の創作へ
　そして、授業は「筑波版・春はあけぼの」の創作へ
と入る。青山先生は、まず「どの言葉を使おうか？」
と問いかける。児童が「をかし！」「わろし！」など
と答えると、「わくわく古典教室」のマーカー機能を
使い、提示している本文にサイドラインを引いていき、
古典特有の言葉遣いや、言葉の意味を理解させていく。
　そして、児童は「をかし」や「わろし」などの言葉
を的確に文脈の中で使いながら、自分なりに「筑波版・
春はあけぼの」を書いた。
　提示型デジタル教材を活用することによって、作品
を視覚的・聴覚的・体感的に味わうことができ、古典
への親しみがいっそう増して、創作意欲も高まってい
たようだった。

　新しい学習指導要領に「伝統的な言語文化
と国語の特質に関する事項」が新設されまし
た。小学校で古典をどのように指導したらよ
いのか、古典の授業イメージがもてない、そ
んなふうにお悩みの先生方が多いのではない
でしょうか。去る6月6日「New Education 
Expo 2009」東京会場で行われた青山由紀
先生（筑波大学附属小学校）の公開授業は、
まさにその悩みに応えてくれるものでした。

児童に映像を見せながら音読させる青山先生。

▲かくし紙機能

小学校古典の授業




